
北部大阪都市計画地区計画の決定（箕面市決定）

都市計画外院南地区地区計画を次のように決定する。

外院南地区地区計画

箕面市粟生新家２丁目、３丁目、５丁目の各一部

　　　　　約６．０　ｈａ

　本地区は、箕面市東部に位置する低層戸建ての住宅地であり、良好な
住環境を保持している。このため、地区計画の制定により建築物等の制
限を定め、地区の良好な住環境の維持・保全を図る。

　本地区では、低層の戸建て専用住宅を主体とした土地利用を図る。

　市道阪急外院南住宅１号線をはじめとする地区内の道路が整備されて
おり、これらの機能・環境の維持・保全を図る。

　住宅地として良好な居住環境を保全するため、建築物等の用途の制
限、高さの最高限度等を定め、地区全体として調和のとれたまちなみの
形成を図る。

　建築基準法別表第２（い）項に掲げる建築物のうち、次の各号に掲げる
建築物以外の建築物は建築してはならない。

１、一戸建ての専用住宅

２、建築基準法施行令第１３０条の３第１号、第２号及び第６号に規定す
る兼用住宅。

３、患者の収容施設がない診療所を兼ねる一戸建ての住宅で、延べ面積
の２分の１以上を居住の用に供し、かつ、診療所の用途に供する部分の
床面積の合計が５０㎡以下のもの。

４、公益上必要な建築物。

５、前各号の建築物に付属するもの（物置、自動車車庫に類するものに
限る）。

建築物の容積率
の最高限度

１０／１０

建築物の建ぺい
率の最高限度

５／１０

建築物の敷地面
積の最低限度

１５０㎡
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壁面位置の制限

　建築物の外壁又はこれに代わる柱（以下「外壁等」という。）の面から敷
地境界線（道路側を除く）までの距離（以下「外壁後退距離」という。）の最
低限度は１．５ｍとする。ただし、外壁後退距離の限度に満たない距離に
ある建築物又は建築物の部分が次の各号のいずれかに該当する場合
はこの限りでない。

ア　外壁等の中心線の長さの合計が３ｍ以下であること。

イ　物置その他これに類する用途に供し、軒の高さが２．３ｍ以下で、か
つ、床面積の合計が５㎡以内であること。

建築物等の高さの
最高限度

　建築物の高さは９ｍ以下とし、軒の高さは７ｍ以下とする。

かき又はさくの構
造の制限

　道路境界線側に設置する垣又はさくの高さは、地盤面から１．７ｍ以下
とする。ただし、生垣はこの限りでない。

　　「区域は計画図表示のとおり」
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